
・地震と津波について基礎的な知識を得る
・自分の地域で災害が起きた後に自分の地
域がどうなっていくか考える。
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過去から未来へ復興の進む名取にて、「生きる力」について学ぶ（宮城県名取市）

１．「過去」の教訓と復興までの歩みを知る
名取市には、過去に起きた津波を後世に伝えるため
の石碑が存在していました。しかし、月日の流れと
ともにその存在も風化していき、人々が津波の恐ろ
しさを忘れたころに、東日本大震災が発生しました。
津波の恐ろしさを後世に伝えていく重要性、二度と
風化させてはならないメッセージを知ることができ
ます。ARタブレットを使って震災当時の風景と復興
した現在のまち並みを比べてください。「名取市震
災復興伝承館」では復興までの歩みを知ることがで
きます。

２．「未来」に向けたレジリエンスを学ぶ
閖上地区はまだまだ復興と途中です。この地域では震災後、
たくさんの事業者が仕事を“マイナス”からスタートし現在ここま
で復興することができました。その復興への体験や、東日本大
震災での教訓について、地元の人から直接お話を伺うことが
できます。また、それら地場の産業を担う人生の先輩から話を
伺う事により、生徒さんの「生きる力」や「キャリア教育」に繋が
ります。復興に向けて強い“レジリエンス”を実施している現状
を学ぶことができます。
（例）佐々木酒造店・ゆりあげ港協同組合、カーネーション
農家、水産加工業、かわまちてらす閖上

レンタサイクルを使って、震災メモリアル公園や震災復興伝承
館、復興の過程で新しくなった商業施設（ゆりあげ港朝市、
メイプル館、かわまちてらす閖上等）を巡ることができます。

３．レンタサイクルで巡る

学習のねらい：レジリエンス～困難に立ち向かう精神力とあきらめない強さ～
「災害の教訓」「防災学習」

旅マエ 旅ナカ 旅アト

１．つかむ(課題設定）

２．さぐる(課題追及・事前情報収集）

３．深める(東北での修学旅行） ４．広げる(修学旅行からの振り返り）
東北で経験したことを「自分」「家族」「地域
等」に置き換え実際にシミュレーションをし、
「行動」や「発信」を行う。

自分の地域で災害が起きた場合、どんな風に
なってしまうかを考え、そこで一個人として何
ができるか、どんな“復興”ができるかをまとめ
て共有する。

◆課題整理、まとめ、検証

「間接体験」や「直接体験」を通じて得
られた情報をもとに、情報を再構成しな
がら自分の考えをもち、「発信」や「行
動動機」ができるようになる。

学びのゴール

・過去の津波の教訓、“伝承”することの大切さ
→名取に残されている先人からのメッセージと

今の名取の人が未来に残そうとしているメッセー
ジを見て聞いて学ぶ
・被災後の復興“マインド“と”仕事”を学ぶ

→ 地元の人から話を聞いてどんな思いがあった
のかを聞くことで、より深い学びにつなげる
・巡る閖上、復興の街

→ 自転車や船で街を巡り、自分の足で復興の街
を間近で見ることにより、リアルな体験をする。

・地震、津波、台風や土砂崩れなどの自分の
地域の“過去の災害事例”について調べ、現在
どのように復旧したか、変化したかを確認し
検証する。
・東日本大震災について調べる。
・実際に名取市閖上地区はどんな町で津波被
害でどうなったのか「映像資料」を活用し、
自分事として深く学ぶ。
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名取市の修学旅行プログラム

課題訴求（共通体験）

過去から未来へ復興の進む名取にて、「生きる力」について学ぶ目的

学びの過程
課題の深堀り（クラス別学習）

■事前学習として
・地震と津波について基礎的
な知識を得る
・被災時の地域における役割
について考える
・実際に自分の地域で災害が
起きた後に自分の地域がどう
なっていくか考える。
■ワークシートを使って
・自分の地域の“過去の災害事
例”について調べる
・その後自分の街がどのよう
に復興したか検証する。
・東日本大震災について調べ
る
■映像資料を使って
実際に名取ではどんな被害が
発生したのかを視聴して、東
日本大震災での経験を自分事
として深く学ぶ。

「ツール」「映像」を活用学習内容

学びの場
学校 名取市 学校

サッポロビール園 名取本店
ジンギスカンの食べ放題が堪能できます。
収容人数:350名

ゆりあげ港朝市メイプル館
BBQや海鮮丼、中華料理などでバラエ
ティ豊かなメニューからお選びいただけま
す。
収容人数:約100名

かわまちてらす閖上
約30の店舗が軒を連ねる復興のシンボル
です。閖上の名店「浜や」や姉妹店の「浜
や食堂」、笹かまぼこの「ささ圭」「佐々直」
フードコートもあります。
収容人数:約80名

周遊船
船上から閖上の「過去」「現在」「未来」
を学ぶことができます。（4月～10月）
利用人数:20名程度
利用料金:貸し切り料金（目安:1万
円）に他、1名700円

名取トレイルセンター
みちのく潮風トレイルという1000㎞のハ
イキングルートのサテライト施設。80名
収容可能な講義室、キッチン付きの実
習室などが利用可能。利用料金:無料
利用時間については要相談

名取市サイクルスポーツセンター
レンタル自転車がご利用できます。
料金・所要時間:3h1000円
/7h2000円 利用人数:30名程度
サイクルガイド同行プログラムは補足資
料をご覧ください。

笹かまぼこ手焼き体験
自分の手でアツアツの笹かまぼこを焼くこ
とができます。
料金:1本200円 所要時間:10分程
収容人数:要相談

カーネーションハウス 菅井園芸
東北一の生産量を誇るカーネーション
農家さんで復興のお話や摘み取り体験
ができます。
料金:1本150円～ 時間:30分～
収容人数:１～２クラス

震災語り部 閖上の記憶
命の大切さについてお話しいただけます。
料金:要問合せ 所要時間:45分～
収容人数:要相談

震災語り部 ふらむなとり
震災当時から現在・そして未来に向け
たお話を聞くことができます。
料金:要問合せ 所要時間:50分～
収容人数:要相談

ゆりあげ港朝市復興ヒストリー
ゆりあげ港朝市にて震災後の復活ヒス
トリーを聞くことができます。
料金:要問合せ 所要時間:１ｈ～
収容人数:１～２クラス

復興酒蔵のヒストリー
佐々木酒造店にて震災後の復活ヒスト
リーを聞くことができます。
料金:要問合せ 所要時間:１ｈ～
収容人数:1～2クラス

日和山・震災メモリアル公園
先人が残した石碑や後世に残していく
メッセージを知ることができます。
料金:無料 所要時間:20分～
収容人数:制限なし

震災復興伝承館
震災の教訓や防災の知識を後世に伝
承する施設です。
料金:無料 所要時間:20分～
収容人数:～２クラス
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※この他にも体験コンテンツございます。
お気軽にお問合せください。

■振り返り学習

旅の中での学習を通じて、改めて
自分の地域で災害が起きた場
合を想定し、 「自分」「家
族」「地域等」に置き換えて
みる。
そして、「どのように命守る
行動をするのか」「復興に向
けてどのような貢献ができる
か」を考える。

↓
■学びのゴール
「間接体験」や「直接体験」
を通じて得られた情報をもと
に、情報を再構成しながら自
分の考えをもち、「発信」や
「行動動機」ができるように
なる。
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プログラムのお問い合わせは

一般社団法人 名取市観光物産協会

〒９８１－１２２４ 宮城県名取市増田１－１－３
電話：０２２－３８２－６５２６

担当：大木 Mail：info@kankou.natori.miyagi.jp

～東北まなび旅を見たとお伝えいただくとスムーズです～

名取市観光物産協会HP
https://www.kankou.natori.miyagi.jp/

Presenter Notes
プレゼンテーションのノート
東北の教育旅行は、●特色ある各県の取組と、●各県をまだがり、広域に周遊して学びをするのが特徴です。本日のご説明でご不明点ございましたら、東北観光推進機構又は各県にお問合せいただければと存じます。本日は、ご清聴いただき、大変ありがとうございました。皆様のお越しを、東北・新潟が一つになって、お待ちしております。

mailto:info@kankou.natori.miyagi.jp
https://www.kankou.natori.miyagi.jp/
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